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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置により画像形成された中紙シート束と表紙シートとを接着して製本する製
本装置を備えたシステムであって、
　シート上に画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段からの中紙シートを束状に集積するシート集積手段と、
　前記中紙シート束の厚みに応じて移動し該中紙シート束を保持する可動部材を備えたグ
リッパを有し、前記シート集積手段に集積された前記中紙シート束を、前記グリッパによ
り保持した状態で所定の搬出位置に移動させる移動手段と、
　前記可動部材が前記中紙シート束の厚みに応じて移動し前記グリッパにより前記中紙シ
ート束を保持する際に、前記可動部材の移動量に基づいて前記中紙シート束の厚さを検出
する検出手段と、
　前記中紙シート束と表紙シートとを所定の綴じ位置で綴じ合わせる表紙綴じ手段と、
　前記移動手段により前記所定の搬出位置に移動された前記中紙シート束を前記所定の綴
じ位置に搬送する搬送手段と、
　前記表紙綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束の少なくとも天部若しくは
地部を断裁する断裁手段と、を備え、
　前記検出手段が前記シート集積手段に集積された前記中紙シート束の厚さを検出した後
、前記画像形成手段は、前記検出手段により検出された前記中紙シート束の厚さと前記断
裁手段による断裁後の仕上げサイズ情報とに基づいて、前記中紙シート束に接着される前
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記表紙シートの背表紙印刷領域を設定し、該背表紙印刷領域に、該表紙シートの背表紙に
対応した画像を該背表紙印刷領域に応じて拡大若しくは縮小して形成することを特徴とす
る画像形成システム。
【請求項２】
　前記表紙綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束を鉛直姿勢で保持しながら
旋回させる回転テーブルと、
　前記表示綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束を、該背部を下に向けた状
態から前記回転テーブルにより９０度旋回させて、前記中紙シート束の天部を前記断裁手
段により断裁させ、その後、前記中紙シート束を前記回転テーブルにより１８０度旋回さ
せて、前記中紙シート束の地部を前記断裁手段により断裁させ、さらに、前記中紙シート
束を前記回転テーブルにより９０度旋回させて、前記中紙シート束の小口部を前記断裁手
段により断裁させる制御手段と、
を備えたことを特徴とする請求項１に記載の画像形成システム。
【請求項３】
　画像データの入力手段と、
　画像形成後の中紙シート束を表紙シートでくるみ綴じして周縁を断裁揃えする断裁製本
モードを有するモード選択手段と、
　前記入力手段からの画像データに基づいて画像形成する中紙シートを選択するシートサ
イズ選定手段と、
　前記シートサイズ選定手段で設定された前記中紙シート上に前記入力手段からの画像デ
ータに基づいて画像形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段の下流側に配置され該画像形成手段からの前記中紙シートを束状に部
揃えするシート集積手段と、
　前記中紙シート束の厚みに応じて移動し該中紙シート束を保持する可動部材を備えたグ
リッパを有し、前記シート集積手段に集積された前記中紙シート束を、前記グリッパによ
り保持した状態で所定の搬出位置に移動させる移動手段と、
　前記可動部材が前記中紙シート束の厚みに応じて移動し前記グリッパにより前記中紙シ
ート束を保持する際に、前記可動部材の移動量に基づいて前記中紙シート束の厚さを検出
する検出手段と、
　前記シート集積手段に集積された前記中紙シート束と前記画像形成手段により画像形成
された表紙シートとを所定の綴じ位置で綴じ合わせる表紙綴じ手段と、
　前記移動手段により前記所定の搬出位置に移動された前記中紙シート束を前記所定の綴
じ位置に搬送する搬送手段と、
　前記表紙綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束の天部若しくは地部を断裁
する断裁手段と、を備え、
　前記モード選択手段で断裁製本モードが選択され、前記検出手段が前記シート集積手段
に集積された前記中紙シート束の厚さを検出した後、前記画像形成手段は、前記検出手段
により検出された前記中紙シート束の厚さと前記断裁手段による断裁後の仕上げサイズ情
報とに基づいて、前記中紙シート束に接着される前記表紙シートの背表紙印刷領域を設定
し、該背表紙印刷領域に、前記表紙シートの背表紙に対応した画像を該背表紙印刷領域に
応じて拡大若しくは縮小して形成し、前記表紙シートを前記表紙綴じ手段に給送すること
を特徴とする画像形成システム。
【請求項４】
　前記画像形成手段に前記中紙シートを供給する給紙手段と、
　前記入力手段からの画像データに基づいて画像形成する前記中紙シートを前記給紙手段
から選択するシートサイズ選定手段と、を備え、前記シートサイズ選定手段は、前記入力
手段からの画像データの用紙サイズより大きいサイズで前記給紙手段が保有している最小
サイズの前記中紙シートを優先的に選択することを特徴とする請求項３に記載の画像形成
システム。
【請求項５】
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　前記表紙綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束を鉛直姿勢で保持しながら
旋回させる回転テーブルと、
　前記表示綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束を、該背部を下に向けた状
態から前記回転テーブルにより９０度旋回させて、前記中紙シート束の天部を前記断裁手
段により断裁させ、その後、前記中紙シート束を前記回転テーブルにより１８０度旋回さ
せて、前記中紙シート束の地部を前記断裁手段により断裁させ、さらに、前記中紙シート
束を前記回転テーブルにより９０度旋回させて、前記中紙シート束の小口部を前記断裁手
段により断裁させる制御手段と、
を備えたことを特徴とする請求項３又は４に記載の画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば画像形成装置から搬出されたシートを束状に集積して接着糊などで綴
じ合わせた後、シートの周縁を所定量断裁する製本装置およびこれを用いた画像形成シス
テムに係わり、画像形成したシートのサイズに応じて自動的にシートの周縁を断裁して所
定サイズの冊子に仕上げることの可能な装置およびシステムの改善に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、コンピュータ、ワードプロセッサなどで作成した画像をプリンタ装置で印刷し
、この印刷後の一連のシートを束状に整合してステップル綴じ、糊綴じなどを施す後処理
装置は広く用いられている。また最近、各種業務用の冊子などを必要の都度出力する画像
形成システムが活用されるに至っている。このようなシステムではプリンタから順次搬出
される一連の文書（中紙シート）と表紙シートを印刷して搬出し、中紙シートを束状に集
積してその一端縁（背部）に糊付し、この糊付け面を表紙シートの中央に合わせて折畳ん
で装丁する方法が提案されている。この場合に綴合わせた背部を除く周縁部を所定量裁断
して切り揃える断裁仕上げが知られている。
【０００３】
　従来、この種のシステムとして、例えば特許文献１に開示されているように画像形成装
置の排紙口に製本装置を付設し、画像形成装置から搬出されたシートを束状に集積して接
着糊を塗布する。一方この糊塗布の間に画像形成装置で表紙シートを印刷して綴じ合せ部
に供給している。この場合、特許文献１には表紙シートの背部にタイトルなどをシート束
の厚さに応じて画像形成する方法が開示されている。
【特許文献１】特開平１０－１５１７３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように製本装置で製本綴じする表紙シートを上流側に配置されている画像形成装
置で作成する場合、従来は前掲特許文献１に開示されているように製本後のシート束の厚
さ情報だけを基に表紙シートの背部に表題などの文字または画像を印刷している。従って
この製本綴じした後のシート束（冊子シート）の周縁を断裁して切り揃える場合には印刷
した表題が切断されること、或いは装丁後に表題のバランスが崩れて例えば天部に偏って
しまうなどの問題があった。従来このような場合には製本済の冊子シートを破棄し、新た
に表紙シートに印刷する表題を作成し直して中綴じシートの印刷から再度し直さなければ
ならなかった。同様に表題を表表紙又は裏表紙に印刷する場合も同様の問題が生じている
。
【０００５】
　また、このような誤処理を避けるためには予め表紙シートのサイズと表題の印刷領域を
定めてこの領域内に表題を作成するなどの配慮が必要であった。ところが例えば表紙シー
トとしてＪＩＳ規格「Ｂ４」サイズの大きさが必要なときに「Ａ３」サイズのシートが装
置に準備されている場合にはこのシートに印刷して所望の仕上げサイズに断裁すれば良い
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が断裁幅が異なり予め準備された表題を印刷すると上記の問題を引き起こす不便さを余儀
なくされている。そこで本発明は、表紙シートへの表題印刷時に画像印刷範囲を適正な位
置に設定し、この領域に画像形成することによって製本後に表題などの一部が断裁される
ことも、また偏ることもなくバランスの良い製本処理が可能な画像形成システムの提供を
その主な課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前記課題を解決するために以下の構成を採用する。シート上に画像を形成す
る画像形成手段と、前記画像形成手段からの中紙シートを束状に集積するシート集積手段
と、前記中紙シート束の厚みに応じて移動し該中紙シート束を保持する可動部材を備えた
グリッパを有し、前記シート集積手段に集積された前記中紙シート束を、前記グリッパに
より保持した状態で所定の搬出位置に移動させる移動手段と、前記可動部材が前記中紙シ
ート束の厚みに応じて移動し前記グリッパにより前記中紙シート束を保持する際に、前記
可動部材の移動量に基づいて前記中紙シート束の厚さを検出する検出手段と、前記中紙シ
ート束と表紙シートとを所定の綴じ位置で綴じ合わせる表紙綴じ手段と、前記移動手段に
より前記所定の搬出位置に移動された前記中紙シート束を前記所定の綴じ位置に搬送する
搬送手段と、前記表紙綴じ手段により背部が綴じられた前記中紙シート束の少なくとも天
部若しくは地部を断裁する断裁手段と、を備え、前記検出手段が前記シート集積手段に集
積された前記中紙シート束の厚さを検出した後、前記画像形成手段は、前記検出手段によ
り検出された前記中紙シート束の厚さと前記断裁手段による断裁後の仕上げサイズ情報と
に基づいて、前記中紙シート束に接着される前記表紙シートの背表紙印刷領域を設定し、
該背表紙印刷領域に、該表紙シートの背表紙に対応した画像を該背表紙印刷領域に応じて
拡大若しくは縮小して形成することを特徴とする。
【０００７】
　また、画像データの入力手段と、画像形成後の中紙シート束を表紙シートでくるみ綴じ
して周縁を断裁揃えする断裁製本モードを有するモード選択手段と、前記入力手段からの
画像データに基づいて画像形成する中紙シートを選択するシートサイズ選定手段と、前記
シートサイズ選定手段で設定された前記中紙シート上に前記入力手段からの画像データに
基づいて画像形成する画像形成手段と、前記画像形成手段の下流側に配置され該画像形成
手段からの前記中紙シートを束状に部揃えするシート集積手段と、前記中紙シート束の厚
みに応じて移動し該中紙シート束を保持する可動部材を備えたグリッパを有し、前記シー
ト集積手段に集積された前記中紙シート束を、前記グリッパにより保持した状態で所定の
搬出位置に移動させる移動手段と、前記可動部材が前記中紙シート束の厚みに応じて移動
し前記グリッパにより前記中紙シート束を保持する際に、前記可動部材の移動量に基づい
て前記中紙シート束の厚さを検出する検出手段と、前記シート集積手段に集積された前記
中紙シート束と前記画像形成手段により画像形成された表紙シートとを所定の綴じ位置で
綴じ合わせる表紙綴じ手段と、前記移動手段により前記所定の搬出位置に移動された前記
中紙シート束を前記所定の綴じ位置に搬送する搬送手段と、前記表紙綴じ手段により背部
が綴じられた前記中紙シート束の天部若しくは地部を断裁する断裁手段と、を備え、前記
モード選択手段で断裁製本モードが選択され、前記検出手段が前記シート集積手段に集積
された前記中紙シート束の厚さを検出した後、前記画像形成手段は、前記検出手段により
検出された前記中紙シート束の厚さと前記断裁手段による断裁後の仕上げサイズ情報とに
基づいて、前記中紙シート束に接着される前記表紙シートの背表紙印刷領域を設定し、該
背表紙印刷領域に、前記表紙シートの背表紙に対応した画像を該背表紙印刷領域に応じて
拡大若しくは縮小して形成し、前記表紙シートを前記表紙綴じ手段に給送することを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は画像形成手段で表紙シートに表題などを画像形成する際に中紙シートの束厚さ
情報と、断裁後の仕上げサイズ情報とから背表紙印刷領域を設定し、この領域に別途入力
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若しくは転送された表紙画像データに基づいて画像形成するようにしたものであるから製
本後の冊子シートの背表紙から表題などが幅方向にはみ出す恐れがないことは勿論、表題
の一部が断裁仕上げで切断される恐れがないなど表題をバランス良く配置することが可能
となるなどの効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明を図示の実施形態に基づいて詳述する。図１は本発明に係わる画像形成シ
ステムの全体構成図である。図３は図１の装置において表紙シートを印刷する際の背表紙
印刷領域の設定方法を示す説明図である。
【００１０】
　まず、本発明の画像形成システムは、コンピュータなどの外部装置に接続された画像形
成装置と、この画像形成装置に接続された製本装置で所謂ネットワーク印刷システムとし
て構成される場合と、複写機などの画像形成装置とこれに接続された製本装置で複写印刷
システムとして構成される。いずれのシステムであっても、画像データをシート上に印刷
する画像形成装置と、この画像形成装置で印刷したシート（以下中紙シートという）をペ
ージ順に集積して束状に部揃えする。この中紙シート束と画像形成装置で表題などを印刷
した表紙シートとを綴じ合わせて装丁し、次いでその周縁を所定量断裁して揃える製本装
置とを備える。
【００１１】
　そして、外部装置（コンピュータ装置など）或いは画像形成装置若しくは製本装置には
モード選択手段を備える。このモード選択手段は外部装置に備える場合にはコンピュータ
などのドライバーソフトウエアに組み込まれ、キーボードなどの入力手段でモードを選択
するように構成し、複写システムの場合には画像形成装置若しくは製本装置に設けたコン
トロールパネルから入力キーなどでモード選択するように構成する。そしてこのモード選
択手段は中紙シート束と表紙シートとを冊子状に綴じ合わせて周縁を断裁する断裁製本モ
ードを有し、この断裁製本モードは印刷シートの右綴じか左綴じか製本形態を指定するよ
うに構成する。
【００１２】
　このような構成において本発明は、断裁製本モードが選択されると画像形成装置Ａは図
３に示すように、表紙シートＳｈに対して上記モード選択手段によって入力指定された断
裁後の仕上げサイズＳｅの情報および後述する中紙シート束の厚さｔｈ情報に基づいて、
背表紙印刷領域Ａｒを設定し、この領域内に表題などの画像を形成することを特徴として
いる。以下この背表紙印刷領域Ａｒの設定方法について説明し、次いでこれを実施するシ
ステムの構成を説明する。
【００１３】
　ユーザによって断裁製本モードが選択されると、画像形成装置Ａは集積する中紙シート
束Ｓのサイズおよび表紙シートＳｈのサイズを選択させる。これと同時に断裁後の仕上げ
サイズＳｅを選択させる（その詳細は後述する）。そこで画像形成装置Ａは後述する制御
ＣＰＵ５０内に設けた背表紙印刷領域設定手段６３で背表紙印刷領域Ａｒを設定する。こ
の印刷領域は表紙シートＳｈのサイズ情報と、仕上げサイズＳｅの情報と、中紙シート束
の厚さｔｈ情報とから設定し、例えば次の手順で行う。
【００１４】
（１）第１の背表紙印刷範囲Ａr１を決定する。例えば、図３（ａ）に示すように画像形
成装置Ａはユーザが入力した表紙シートＳｈのサイズと断裁後の仕上げサイズＳｅ情報と
から断裁幅Ｘを演算して図示第１の背表紙印刷範囲Ａｒ１を決定する。この範囲Ａｒ１は
表紙シート短辺長さＨ１と仕上げサイズ長辺長さＥ２の差を２等分して断裁幅Ｘを求め、
この断裁幅Ｘを表紙シート短辺長さＨ１から差し引いた領域とする。すなわち仕上げサイ
ズ長辺長さＥ２と表紙シート長辺長さＨ２で形成される領域を求める。尚この場合上記断
裁幅Ｘは、シートの天部と地部との断裁幅を異ならせるように制御ＣＰＵ５０から指定さ
れた場合には、その指定に従った割合で配分する。



(6) JP 4845190 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

【００１５】
（２）次に第２の背表紙印刷範囲Ａｒ２を決定する。中紙シート束の厚さｔｈ情報に基づ
いて第２の背表紙印刷範囲Ａｒ２を求める。例えば図３（ｂ）に示すように表紙シート長
辺長さＨ２の中心を基準ラインとし、この基準ラインから左右両方向に中紙シート束の厚
さｔｈを２等分した値（tｈ／２）を振り分けた範囲を第２の背表紙印刷範囲Ａｒ２とし
て求める。尚この場合、上記印刷範囲Ａｒ２は中紙シート束の厚さｔｈ情報の誤差（例え
ば測定誤差）などを考慮してマージンを有するように決定することが好ましい。
【００１６】
（３）次に背表紙印刷領域Ａｒを設定する。上記第１の背表紙印刷範囲Ａｒ１と第２の背
表紙印刷範囲Ａｒ２とが互いに交差する範囲を図３（ｃ）に示すように背表紙印刷領域Ａ
ｒとして決定する。そしてこの背表紙印刷領域Ａｒに後述する画像形成装置Ａで表題など
の背表紙画像を印刷する。尚、上述の背表紙印刷領域Ａｒは、中紙シート束の厚さｔｈを
考慮してあるため、表紙シートＳｈを中紙シート束Ｓに包んで背部を折り合わせる製本（
くるみ綴じ製本）であっても背表紙画像が折り目から外にはみ出すことはない。また断裁
製本の断裁幅Ｘを考慮してあるため、背表紙に印刷された画像が断裁仕上げの際に切断さ
れてしまう不具合は発生しない。更に中紙シート束Ｓの厚さの束厚認識手段は後述するよ
うに実際に集積されたシート束を実測することによって中紙シート束の厚さｔｈ情報に誤
差が少なく、最適な第１の背表紙印刷領域Ａｒ１の設定が可能となる。
【００１７】
　次に本発明に係わる画像形成システムの構成について説明する。図１に示す画像形成シ
ステムは、画像形成装置（図示のものは複写機）Ａと、この画像形成装置Ａの排紙口１２
に連接された製本装置Ｂとから構成されている。そして製本装置Ｂは、画像形成装置Ａの
排紙口１２から印刷されたシートを受取って束状に部揃えし、シート束の一側縁に糊付け
した後、表紙シートと綴じ合わせて冊子状に製本し、次いでこの冊子状のシートの糊綴じ
していない周側縁を所定量断裁して収納スタッカ４５に集積する。なお図示のシステムは
製本装置Ｂの下流側に後処理装置Ｃが付設され、製本処理しないシートを受取ってステー
プル綴じ、パンチ（穿孔処理）、スタンプ（捺印処理）などの後処理を施すように構成さ
れ、同時に画像形成したシートを収納する排紙スタッカの機能を備えている。
【００１８】
　上記画像形成装置について説明すると、図１に示す画像形成装置としての複写機Ａは本
体装置２内に設けられた画像形成部３と、この装置上部に配置された画像読取装置（スキ
ャナユニット）７と、原稿供給装置（ＡＤＦユニット）６とから構成されている。本体装
置２には給紙部９と画像形成部３と排紙部５が設けられ、給紙部９には所定の規格サイズ
で複数の印刷シートが給紙カセット９ａ～９ｄ（以下９ａと表記する）に準備されている
。この各給紙カセット９ａにはシートを１枚ずつ分離給送する給紙手段が設けられ、指示
されたサイズの印刷シートを給紙経路１０に繰り出すようになっている。この給紙経路１
０には感光体ドラム８などの画像形成手段が配置され、感光体ドラム８の周囲には現像器
１７とレーザ光発生器１３とクリーニングブレード１８などが配置されている。これによ
って感光体ドラム８上にレーザ光発生器１３で静電潜像を形成し、現像器１７でトナーを
付着させて画像を印刷シート上に転写チャージャ１９で転写し、下流側に配置した定着器
で定着する。
【００１９】
　このように画像形成されたシートは排紙経路１１から排紙口１２に搬出される。また排
紙経路１１には循環経路１４が連設され片面に印刷を施されたシートをスイッチバックさ
せて搬送方向を反転した後、画像形成部３に表裏反転して返送し、裏面側に画像形成した
後、排紙口１２から搬出する。この排紙口１２には後述の製本装置Ｂが付設される。尚図
示１５は手差しトレイであり、このトレイ１５にセットしたシートを画像形成部３に給送
する。また図示１６はデータ処理部でありスキャナユニット７で読み取った画像データを
記憶する機能と、この画像データを拡大及び縮小するなどの画像変形機能を備えている。
【００２０】
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　次に製本装置Ｂは上記排紙口１２からのシートを受け取るシート搬入経路Ｔ１と、この
搬入経路Ｔ１からのシートを束状に積載収納する集積部２０と、糊塗布部２７と、表紙綴
じ部３０と、断裁部３５とを備えている。集積部２０は画像形成装置Ａの排紙口１２に連
なる中紙シート搬送経路Ｔ２から画像形成されたシートを受け入れ、このシートを集積ト
レイ４２上に積載して部揃えする。糊塗布部２７は中紙シート束Ｓの一側縁に塗布ローラ
２９で糊付け処理する。また表紙綴じ部３０は表紙シート搬送経路Ｔ３から給送された表
紙シートＳｈと上記糊付けされた中紙シート束Ｓとを綴じ合わせて冊子状に製本する。上
記断裁部３５では冊子状のシート束Ｓの周縁を断裁刃４２で断裁して切り揃えるようにな
っている。図示の装置は集積部で略々水平姿勢にシートを集積し、このシート束を旋回し
て略々鉛直姿勢でその端縁に糊付け処理を施し、その後表紙シートと綴じ合わせた後、こ
の鉛直姿勢でシート周縁を断裁して揃えることを特徴としている。
【００２１】
　そこで、上記シート搬入経路Ｔ１には中紙シート搬送経路Ｔ２と表紙シート搬送経路Ｔ
３とが経路切換片２７を介して分岐してあり、表紙シート搬送経路Ｔ３には排紙経路Ｔ５
が連接してある。また集積トレイ４２の下流側には製本処理経路Ｔ４が設けられ、各経路
Ｔ１～Ｔ５にはシートを搬送する搬送ローラが配置されている。上記中紙シート搬送経路
Ｔ２の排紙口にはシート集積手段例えば図示の集積トレイ４２が設けられ、排紙口から搬
出されるシートを積載収納する。このため集積トレイ４２には図示しないがシートの後端
を突き当て規制する規制部材と、シートの幅方向を整合する整合手段が備えられている。
また図示の集積トレイ４２は図１矢視ａ方向にシート束Ｓを移送するように図１に実線で
示す集積位置から同図破線で示す搬出位置に移動可能に支持されている。この昇降機構は
集積トレイ４２をガイドレールで装置フレームに昇降自在に支持し、例えばラックとピニ
オンで昇降モータに連結してある。この昇降モータの正逆転で集積トレイ４２を集積位置
と搬出位置との間で昇降する。
【００２２】
　また、上記集積トレイ４２にはグリッパ２２が配置してあり、トレイ降下時にシート束
Ｓが崩れないように保持している。このグリッパ２２には集積トレイ４２上の中紙シート
束Ｓの厚さを検出するセンサ手段Ｓｔが次のように配置してある。上記グリッパ２２は固
定グリッパ２２ａと可動グリッパ２２ｂで構成され、可動グリッパ２２ｂはトレイユニッ
トのフレームに昇降自在に支持され、ラック２２ｃを備えている。そしてこのラック２２
ｃにはグリッパモータＭＧが連結してある。また可動グリッパ２２ｂにはスライダックセ
ンサなどの移動量を検出するセンサ手段Ｓｔが配置されている（図２（ａ）（ｂ）参照）
。
【００２３】
　従って集積トレイ４２上に所定量のシートが積載され、画像形成装置Ａからジョブ終了
信号が発せられるとグリッパモータＭＧが作動して可動グリッパ２２ｂを移動して中紙シ
ート束Ｓを把持し、これに取付けたグリップエンドセンサ（図示せず）で昇降モータを停
止する。このときの可動グリッパ２２ｂの移動量をセンサ手段Ｓｔで検出すると中紙シー
ト束の厚さｔｈを検出することが出来る。このように中紙シート束の厚さｔｈ
は集積トレイ４２上に積載されたシート束の厚さを検出するか、或いは下流側に配置する
グリップ搬送手段２６でシート束Ｓを把持する際に同様にグリップ動作量を検出しても良
い。この他、中紙シート搬送経路Ｔ２を通過するシートの枚数をカウントし、このカウン
ト値に平均的なシート厚さを乗算することによって概略の中紙シート束の厚さｔｈを検出
することも可能である。更には前述の画像形成装置Ａで例えば排紙口１２から搬出するシ
ート数をカウントして束厚さを算出することも可能である。このいずれかの方法で中紙シ
ート束の厚さｔｈを検出してシート束厚認識手段６２（図４参照）を構成する。
【００２４】
　次に上記集積トレイ４２の下流側には製本処理経路Ｔ４にグリップ搬送手段２６が設け
てある。このグリップ搬送手段２６は中紙シート束Ｓを把持した状態で図１矢視ｃ方向に
９０度旋回して中紙シート束Ｓを略々鉛直姿勢に偏向して糊塗布部２７に移送する。上記
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糊塗布部２７には、接着糊を収納する糊容器２８と、この糊容器に配置された塗布ローラ
２９とを有する糊塗布ユニットが備えられ、上記グリップ搬送手段２６で送られた中紙シ
ート束Ｓの端縁に接着糊を塗布する。この糊塗布部２７の下流に配置された表紙綴じ部３
０には、製本処理経路Ｔ４と交差する方向に表紙シート搬送経路Ｔ３が配置され、またこ
の交差部Ｆには表紙綴じ手段が例えばバックアッププレート３２と背折りブロック３３と
折りロール３４で構成されている。
【００２５】
　この交差部Ｆで逆Ｔ字状に表紙シートＳｈの中央（シートセンタ）に中紙シート束Ｓの
束厚中心が一致するように接合される。この状態で、中紙シート束Ｓは、接着糊によりそ
の端縁に表紙シートＳｈが付着されたまま、グリップ搬送手段２６によって更に鉛直下方
へと移動され、バックアッププレート３２に支持された表紙シートＳｈに押し付けられる
。この状態でスライド自在な背折ブロック３３によって両側からプレスされる。これによ
り、表紙シートＳｈには、中紙シート束Ｓの厚さに応じた折り目が形成される。この時背
表紙に印刷された画像は、上述した仕上げサイズＳｅの情報およびシート束厚さ検知手段
（前記センサ手段Ｓｔ）により検知された中紙シート束Ｓの厚さ情報を基に、画像位置お
よびサイズが調整されるため、折り目にかかることはない。そしてバックアッププレート
３２が製本処理経路Ｔ４から退避して、中紙シート束Ｓと表紙シートＳｈは折りロール３
４によって下流側の断裁部３５に移送される。
【００２６】
　断裁部３５には、回転テーブル３６と、断裁手段と、この各断裁手段を駆動する駆動手
段が配置されている。前述の表紙シートＳｈと中紙シート束Ｓを折り畳みながらこれを搬
出する折りロール３４の下流には製本シート束Ｓ１を鉛直姿勢に案内する製本処理経路Ｔ
４が形成されている。この製本処理経路Ｔ４には回転テーブル３６と、この回転テーブル
３６にシート束Ｓ１を押圧する押圧グリッパ３７とが配置されている。
【００２７】
　上記回転テーブル３６と押圧グリッパ３７とは製本処理経路Ｔ４を挟んで対向する位置
で装置フレームに昇降自在に取付けたユニットフレームに配置されている。回転テーブル
３６は回転モータを備えた回転機構に支持され製本シート束Ｓ１を把持した状態で回転す
るようになっている。そして上記回転テーブル３６と押圧グッリパ３７を搭載したユニッ
トフレームは装置フレームに昇降機構３６ｂで図１上下方向に製本シート束Ｓ１を把持し
た状態で移動ように構成され、下流側の断裁位置に製本シート束Ｓ１を移送し、その送り
量で断裁幅Ｘを設定する。
【００２８】
　上記回転テーブル３６の下流側には断裁位置に、製本シート束Ｓ１を断裁する断裁手段
と、シートの断裁縁近傍を押圧する断裁縁プレス手段４３が設けられている。断裁手段は
例えば図示のように平刃状の断裁刃４２で構成し、上述の回転テーブル３６で製本シート
束Ｓ１を鉛直姿勢で保持し、回転テーブル３６の回転制御で製本シート束Ｓ１を旋回させ
ながらその周縁３個所を順次断裁する。例えば表紙シートＳｈが接着された図３（ｄ）に
示す背部Ｓａを下に向けた状態から、回転テーブル３６を９０度旋回して天部Ｓｂを断裁
し、次いで回転テーブル３６を１８０度旋回して地部Ｓｄを断裁する。最後に９０度回転
させて小口部Ｓｃを断裁する。このようなシート周縁の断裁で表紙シートＳｈに施された
背表紙の画像は、前述のように印刷シートサイズと仕上げサイズＳｅにより、断裁幅Ｘを
決定し、かつ背表紙印刷範囲Ａｒを決定しているため、製本シート束Ｓ１の断裁により背
表紙の画像が切断されることはない。小口部Ｓｃを断裁した後は製本シート束Ｓ１を１８
０度回転させ背部を下に製本シート束Ｓ１を搬出ローラ４６に移送し、収納スタッカ４５
に搬出する。
【００２９】
　以上説明した装置の制御の構成について説明する。図４は画像形成装置Ａ及び製本装置
Ｂから構成される画像形成システムの制御構成を示すブロック図である。図示のものは両
装置にそれぞれ制御ＣＰＵを備える場合を示している。画像形成装置Ａの制御ＣＰＵ５０
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にはコントロールパネル５１が設けられている。このコントロールパネル５１で「製本モ
ード」と「裁断製本モード」と「排紙モード」の設定が行われる。製本モードは画像形成
装置Ａで画像作成したシートを部揃えして表紙シートＳｈと綴じ合わせて製本し、この状
態で収納スタッカ４５に収納する動作モードであり、排紙モードは画像形成装置Ａからの
シートを製本処理することなく後処理装置Ｃに搬送し、これに準備した排紙トレイ４１に
収納する動作モードである。そこで本発明に係わる「製本断裁モード」について以下説明
する。
【００３０】
　上記コントロールパネル５１では「製本断裁モード」の選択と同時に仕上げサイズＳｅ
と画像形成する印刷シートサイズを入力する。一方、制御ＣＰＵ５０には画像データ記憶
部５５が接続されている。この画像データ記憶部５５には前記スキャナユニット７で読み
取ったデータか、或いはコンピュータなどの外部装置から転送されたデータが貯蔵される
。この画像データには中紙シートに画像形成される文書、画像などのコンテンツデータと
、表紙シートの背表紙に画像形成される表題データが含まれる。そして制御ＣＰＵ５０に
は指定されたサイズのシートを前記給紙部９の給紙カセット９ａから選択する印刷シート
選択手段５４が準備されている。この印刷シート選択手段５４はコントロールパネル５１
から指定されたサイズの給紙カセット９ａを選択する機能と画像データに含まれている画
像サイズから自動的に適合するシートを選択する機能を備えている。特に、本発明のよう
にシートの周縁を断裁して所定の仕上げサイズに仕上げる場合には画像形成装置Ａに既に
準備されているサイズの中から自動的に最適サイズのシートを選定することも可能である
。
【００３１】
　そこで制御ＣＰＵ５０には背表紙印刷領域設定手段６３が設けられ前述（図３参照）し
たように背表紙印刷領域Ａｒを設定するように構成されている。また制御ＣＰＵ５０には
画像データの拡大或いは縮小する例えば画像処理ＩＣ５６からなる画像変形手段が接続さ
れ、この画像処理ＩＣ５６は制御ＣＰＵ５０から指定されたサイズに画像を変形すること
が出来るようになっている。従って表紙シートＳｈに画像形成する画像データが前述の背
表紙印刷領域Ａｒからはみ出す場合には例えばコントロールパネル５１からの指示操作で
縮小し、この領域と比較して小さい場合には画像データを拡大する機能が備えられている
。
【００３２】
　一方、製本装置Ｂに配置された制御ＣＰＵ６０には前述のグリッパ２２に配置されたセ
ンサ手段Ｓｔの検知信号と接続されたシート束厚認識手段６２が設けられている。また断
裁幅Ｘを演算する断裁量演算手段６４が設けられている。この裁断量演算手段６４は、画
像形成装置Ａから「画像データのシートサイズ／最終仕上げサイズ」情報を取得し、同時
に「印刷シートのサイズ」情報を取得する。これらのデータに基づいてシートの余剰余白
を算出して裁断量Ｘを算出する。例えばこの断裁量Ｘは印刷シートの長さから仕上げサイ
ズの長さを減算してシート束の天部、地部は２等分して設定し、小口部は印刷シートの長
さから仕上げサイズの長さとシート束の厚さを減算して設定する。以上のように構成する
ことによって表紙シートに画像形成する表題などの背表紙画像は背部からはみ出すことも
、また天部又は地部の断裁によってその一部が断裁されることもない。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成システムの全体構成を示す説明図。
【図２】図１のシート集積部の構成を示し、（ａ）は集積トレイが集積位置の状態、（ｂ
）は集積トレイがシート搬出位置の状態をそれぞれ示す。
【図３】本発明に係わる背表紙印刷領域の設定順序を示す概念図であり、（ａ）は第１の
背表紙印刷範囲を決定する説明図、（ｂ）は第２の背表紙印刷範囲を決定する説明図、（
ｃ）は背表紙印刷領域を決定する説明図。（ｄ）は製本状態の説明図。
【図４】図１の画像形成システムの制御を示すブロック図。
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【符号の説明】
【００３４】
Ａ　　　画像形成装置（複写機）
Ｂ　　　製本装置（製本部）
Ｃ　　　後処理装置（後処理部）
Ｓ　　　中紙シート束
Ｓ１　　製本シート束
Ｓｈ　　表紙シート
Ｓｅ　　仕上げサイズ
Ｓｔ　　シート束厚さ検知手段（センサ手段）
Ａｒ　　背表紙印刷領域
Ａｒ１　第１の背表紙印刷領域
Ａｒ２　第２の背表紙印刷領域
２２　　グリッパ
２２ａ　固定グリッパ
２２ｂ　可動グリッパ
４２　　集積トレイ
５０　　制御ＣＰＵ（画像形成装置）
６０　　制御ＣＰＵ（製本装置）
６２　　シート束厚認識手段
６３　　背表紙印刷領域設定手段
６４　　断裁量演算手段

【図１】 【図２】
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